第６学年３組　体育科学習指導案
平成２８年１１月１７日
指導者　Ｔ１　山本　　亮
　　　　Ｔ２　森　由美子
１　単元　器械運動（跳び箱運動）

２　目標　
(1)　自己の能力に適した基本的な支持跳び越し技が安定してできるとともに、その発展技ができるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（技能）
(2)　跳び箱運動に進んで取り組み、約束を守り助け合って運動をしたり、場や器械・器具の安全に気を配ったりすることができるようにする。　　　　　　　　　　　　　　（態度）
(3)　自己の能力に適した課題の解決の仕方を知り、その課題に応じた練習の場や段階を選ぶことができるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（思考・判断）
　

３　運動の一般的特性
　跳び箱運動は、基本的な支持跳び越し技（切り返し系の技の「開脚跳び」、回転系の技の「台上前転」）やその発展技（切り返し系の技の「大きな開脚跳び」「かかえ込み跳び」、回転系の技の「大きな台上前転」「首はね跳び」「頭はね跳び」）などで構成され、主に「助走」「踏み切り」「着手」「着地」の四つの動きから成り立っている。逆さになって回転したり、手で支えて跳び越したりする巧技的な運動であり、日常においてあまり経験しない非日常性を特徴にしている。また、技の特性から、「できる」「できない」が明確になる。そのため、基本的な動きや予備的な動きを身に付けたり、練習の場を工夫したりすることが大切となる。自己の能力に適した技に挑戦し、安定してできるようになることで、できない技ができるようになり、児童が楽しさや喜びを味わえる運動である。また、発展的技やその他の技に取り組ませることで、器械運動への意欲も高まってくる。

４　児童の実態
（1） 運動にふれる楽しさの体験状況
　　　本学級の児童（男子１６名、女子１９名、計３５名）は、元気で明るく、学習課題を最後までやり遂げる粘り強さがある。一方で、言動に慎重なり、積極的に動けない児童も少なくない。野球やバスケットボールなどのスポーツ少年団に所属し、日頃から運動に親しんでいる。しかし、昼休み時間は、一部の児童が、バスケットボールやキックベースを楽しんでいる程度である。これらのことから、日常的に体を動かしている児童とそうでない児童とに分かれる。運動能力の面では個人差が見られ、運動することに苦手意識をもっている児童も複数名いる。
（2） 態度、思考・判断に関する学習体験状況
本学級の児童は、５年生までに跳び箱運動に関して、開脚跳びや台上前転などの基本的な技を学んでいる。また、ペアやグループで協力して活動に取り組むことの大切さも身に付けている。しかし、技の特性や系統性については十分に理解しておらず、技のポイントを意識して運動を行うには至っていない。また、全ての児童が自己の課題に応じた練習の場や段階を選んで運動したり、互いに教え合ったりすることはまだ難しい状況である。
（3） 技能の習得状況
跳び箱運動に関する本学級の児童の実態を見るために、学習指導要領に例示されている基本的な切り返し系の技である「開脚跳び」と回転系の技である「台上前転」を行わせた。開脚跳びは、跳び越すことのできる児童は比較的多いが、腕の突き放しが十分でないために体を起こすことができず、安定した着地につなげられていない児童が多数いた。一方の台上前転は、マット上での前転はスムーズにできるものの、腰を高く上げられないために、回り始めの段階で台上に後頭部を着けることができず、回転の順次接触がうまくいっていない児童が複数名いた。両者に共通することとして、両足踏み切りの強さが十分でないことも原因の一つであると考える。

（4） 体力の状況
〈体力テストの結果〉平成２８年度　第６学年　５月の結果
	
	握　力
	上　体
起こし
	長　座
体前屈
	反　復
横とび
	２０ｍ
シャトルラン
	５０ｍ走
	立　ち
幅跳び
	ボール
投　げ

	学級男子
	▼16.82
	▼19.24
	▼33.53
	▼39.65
	▼47.12
	▼9.03
	▼162.18
	▼27.00

	本県男子
	19.29
	22.03
	35.04
	46.93
	61.89
	8.96
	162.49
	27.44

	学級女子
	▼17.74
	▼19.05
	○40.95
	▼40.74
	▼46.53
	○9.08
	▼150.95
	○17.63

	本県女子
	19.00
	20.15
	39.25
	44.37
	48.43
	9.23
	153.39
	16.95


　　　　〈体力テスト総合評価〉
	
	Ａ段階
	Ｂ段階
	Ｃ段階
	Ｄ段階
	Ｅ段階

	男子
	２人
	２人
	３人
	８人
	１人

	女子
	５人
	３人
	４人
	６人
	１人



（5） 児童の運動に対する思いや願い
事前に、体育や跳び箱運動に関するアンケート調査を行った。結果は、次のとおりである。
	①　体育の授業は好きですか。

	とても好き・好き　　　　　　　　２３名
	あまり好きではない・好きではない　１２名

	②　跳び箱運動は得意ですか。

	得意・どちらかというと得意　　　２２名
	どちらかというと苦手・苦手　　　　１３名

	好き・得意な理由
	好きではない・苦手な理由

	〇　開脚跳びが上手にできるから。
〇　台上前転が上手にできるから。
〇　跳べたらうれしいから。
	●　踏み切りがうまくできないから。
●　跳び越す運動がこわいから。
●　跳び箱台上での前転がこわいから。

	③　友達と教え合うことは好きですか。また、実際に教え合いをしていますか。

	とても好き・好き　　　　　　　　２３名
している・どちらかというとしている　２６名
	あまり好きではない・好きではない　１２名
あまりしていない・していない　　　　９名

	好き・している理由
	好きではない・していない理由

	〇　友達に教えたり教わったりすることで、分からなかったことが分かったり、できることが増えたりするから。
〇　友達に教えることで、みんなができるようになったら喜び合えるから。
	●　教えるポイントがよく分からないから。
●　教え方がうまくないと、相手に理解してもらえないから。
●　相手にどう思われているか気になるから。

	④　跳び箱運動の授業で楽しみにしていることは何ですか。

	○　できなかったことができるようになること
○　しっかりと跳び箱を跳び越せるようになること（開脚跳び）
○　跳び箱の上で、安定して前転ができるようになること（台上前転）
○　友達と学び合いながら学習していくこと


　アンケートの結果から、跳び箱運動の得意不得意が、体育の好き嫌いの要因の一つになっていることが考えられる。苦手な理由として、「恐怖心」の強さや「技能」の習熟に関することが挙げられている一方、授業での楽しみとしてできるようになりたいという「向上心」も示されている。したがって、恐怖心を緩和するために、技に関連した易しい運動を取り入れたり、児童の実態を考慮した場・条件のもとで取り組ませたりしながら仲間と学び合うことを通して、できる喜びや楽しさを味わわせる手立てが必要である。

５　学習を進めるに当たって
　　本単元では、全ての児童が跳び箱運動の楽しさや喜びにふれられるように、技に関連した易しい運動に取り組んだり、児童の実態を考慮した場や条件のもとで取り組んだりできるように指導過程を工夫する。そして、より効率的で効果的な指導を行っていくために、ティームティーチングの指導形態をとる。また、一人一人が自分の課題をクリアしていく様子が児童にも教師にも分かるように、学習ノートを活用していく。児童が基本的な切り返し系や回転系の技を身に付けることができるように、単元を通して導入の段階に、基礎となる感覚を習得する運動を取り入れていく。単元前半においては、切り返し系や回転系の基本的な技の習得、その技を安定して行うことを目指して学習を行う。その際、掲示資料を用いて動きをイメージしたり、運動のポイントを考えたりできるようにする。また、それらを基にグループで互いに運動を見合い、技の出来具合を学習ノートに記入しながら、ポイントに沿って教え合うようにする。さらに、「なかよしワード」を積極的に使わせ、児童が失敗を恐れず、仲間と学び合いながらできる喜びや楽しさを実感できるようにしていきたい。単元後半においては、自己の能力に適した技を身に付けるために、ステップアップカードに沿って発展技に挑戦したり、自分に合った練習の場や練習方法を選択したりするなどの主体的な学習活動を取り入れ、課題解決的な学習を行えるようにしていく。
　　本時は、技のポイントを意識しながら、技ができるようにするための運動の行い方を工夫し、台上前転の習得を目指す。
　　「はじめ」の段階では、主運動につながる感覚つくりの運動として、Ｔ２が中心となって「大きなゆりかご」→「かえるの足打ち」→「うさぎ跳び前転」を行う。Ｔ１は「順次接触」や「両足で跳ぶこと」、「腕を伸ばして体を支えること」や「腰を高く上げる」等を個別に対応しながらしっかり身に付けさせ、主運動につなげたい。
「なか」の段階では、まず、Ｔ２が、拡大イラストを基に台上前転の一連の流れを示しながら、「助走」「踏み切り」「着手」「着地」の場面ごとに運動のポイントをつかませる。Ｔ１は、特に着地の仕方に着目させ、柔らかく着地するためには、それ以前の場面でどうしたらよいかという視点で考えさせるようにする。次に、Ｔ１が、グループごとに試技者の技を運動のポイントに沿ってチェックし、それを本人に伝える活動を行わせ、個人の課題が明確になるようにする。その際、グループのメンバーに運動の場面を分担させ、効率的で効果的な活動になるようにする。また、必要に応じてＩＣＴ機器を活用し、自分の動きを客観的に捉え、その後の練習に生かせるようにする。Ｔ２は、伝え合う活動がスムーズに行えるように個別に支援し、児童一人一人がめあてをもてるようにする。練習の場面では、Ｔ２が、児童が自己の課題解決にあった場の設定で練習するように助言し、Ｔ１は、児童同士がポイントに沿って教え合う活動が充実するように支援する。なお、場づくりについては、各グループで予め容易に技に取り組める場を設定し、大きな変化を伴う場の工夫が必要な場合についてのみ、中央に移動して練習させる。練習の最後には、自分に合った高さの跳び箱に移動し、それぞれの場所からグループのメンバーで一斉に、本時のがんばりを他のグループに向けて披露させる。
「おわり」の段階では、本時の振り返りを行う。Ｔ２は、個人の高まりや友達のがんばりをグループや全体の場で発表させ認め合ったり、教師からグループでの話合いについて称賛したりし、次時への意欲付けを図る。Ｔ１は、必要に応じて、運動のポイントについて助言し、次時の学習につながりをもたせるようにする。

６　単元の評価規準
	
	運動への関心・意欲・態度
	運動についての思考・判断
	運動の技能

	単元評価規準
	○　技を高める楽しさや喜びにふれることができるよう、跳び箱運動に進んで取り組もうとしている。
○　約束を守り、友達と助け合って技の練習をしようとしている。
○　器械・器具の準備や片付けで、分担された役割を果たそうとしている。
○　運動する場を整備したり、器械・器具の安全を保持したりすることに気を配ろうとしている。
	○　課題の解決の仕方を知りとともに、自分の課題に合った練習の場や方法を選んでいる。
	○　自分の力に合った安定した基本的な支持跳び越し技、及びその発展技ができる。

	学習活動に即した評価規準
	①　技ができたり、高めたりする楽しさや喜びにふれることができるように、進んで運動に取り組もうとしている。
②　約束を守り、友達と助け合って技の練習をしようとしている。
③　器械・器具の準備や片付けで、分担された役割を果たそうとしている。
④　運動する場を整備したり、器械・器具の安全を保持したりすることに気を配ろうとしている。
	①　課題の解決の仕方を知るとともに、自分の課題に合った練習の方法や場を選んでいる。
②　自分が取り組む技のポイントを知り、技ができるようになるための運動の行い方を工夫している。
	①　自分の力に合った安定した基本的な切り返し系の技ができる。
②　自分の力に合った安定した基本的な回転系の技ができる。
③　自分の力に合った切り返し系の発展技ができる。
④　自分の力に合った回転系の発展技ができる。



７　単元の学習計画及び評価計画
	時間
	主なねらい・学習活動
	指導上の留意点
	学習活動に即した評価規準（評価方法）

	
	
	
	運動への関心・意欲・態度
	運動についての思考・判断
	運動の技能

	１
	オリエンテーション
	１　オリエンテーション
　○　学習の流れ
　　・　単元
　　・　１単位時間
　○　グループ学習の仕方
　○　感覚つくりの運動
　○　場の準備
　○　できる技の確認
	○　児童が安心して円滑に活動するために、運動する場を整、器械・器具の安全を保持したりすることの大切さをしっかりと指導する。
○　児童が見通しをもち、進んで活動できるように、学習の流れやねらい、行い方をしっかりと理解させる。
	④
	
	

	２
・
３
	基本的な技
の習得や技を安定して行う
こと
	１　学習の流れの確認
２　用具・場の準備
３　準備運動
４　感覚つくりの運動
５　学習課題の確認
○　基本的な切り返し系の技
　・　開脚跳び
　・　安定した開脚とび
６　練習→発表
７　片付け、振り返り
	○　約束を守り、なかよしワードを使いながら、友達と協力して技の練習ができるように支援していく。

○　基本的な技の習得ができるように、自分に合った場で練習するように助言していく。
	②
	
	

	
	
	
	
	
	
	①

	４
（本時）
・
５
	
	１　学習の流れの確認
２　用具・場の準備
３　準備運動
４　感覚つくりの運動
５　学習課題の確認
○　基本的な回転系の技
　・　台上前転
　・　安定した台上前転
６　練習→発表
７　片付け、振り返り
	○　基本的な台上前転の運動のポイントを、拡大イラストを基にしっかりとつかませ、課題解決に向けての教え合い活動を充実させる。
○　運動のポイントを意識させ、スピードをコントロールして柔らかく着地する安定した台上前転ができるように支援していく。
	
	②
	

	
	
	
	
	
	
	②

	６
・
７
	自己の能力に適した技を身に付けること
	１　学習の流れの確認
２　用具・場の準備
３　準備運動
４　感覚つくりの運動
５　学習課題の確認
○　切り返し系の技の課題別学習
　・　開脚跳び
　・　安定した開脚跳び
　・　大きな開脚跳び
　・　かかえ込み跳び
６　練習→発表
７　片付け、振り返り
	○　課題別の学習の場において、器械・器具の準備や片付けで、分担された役割を果たせるように声かけをする。
○　自己の能力に適した切り返し系の発展技ができるようにするために、個に応じた場や練習の方法を助言する。
	③
	
	

	
	
	
	
	
	
	③

	８
・
９
	
	１　学習の流れの確認
２　用具・場の準備
３　準備運動
４　感覚つくりの運動
５　学習課題の確認
○　回転系の技の課題別学習
　・　台上前転
　・　安定した台上前転
　・　大きな台上前転
　・　首はね跳び
　・　頭はね跳び
６　練習→発表
７　片付け、振り返り
	○　ICT機器を活用して自己の課題をつかませ、自分に合った練習の場や方法について、学習ノートを基に考えさせるようにする。
○　自己の能力に適した回転系の発展技ができるようにするために、個に応じた場や練習の方法を助言する。また、より効果を上げるための教え合い活動の充実を図る。
	
	①
	

	
	
	
	
	
	
	④

	１０
	発表
	１　学習の流れの確認
２　用具・場の準備
３　準備運動
４　発表会
５　片付け、振り返り
	○　技ができたり、高めたりする楽しさや喜びにふれることができるように、称賛や励ましの「なかよしワード」の活用を促し、温かい雰囲気作りに努める。
	①
	
	



８　本時の学習（４／１０時間）
　(1)　本時の目標
○　自分が取り組む技のポイントを知り、技ができるようにするための運動の行い方を工夫することができるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（思考・判断）
　(2)　本時の評価項目
○　自分が取り組む技のポイントを知り、技ができるようにするための運動の行い方を工夫している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（思考・判断②）








９　学習指導過程
	段階
	学習内容及び学習活動
	指導上の留意点
	評価項目
【Ａの例】
（評価方法）
	努力を要する状況と判断される児童への支援

	
	
	Ｔ１：体育専科
	Ｔ２：学級担任
	
	

	は
じ
め

10
分
	１　学習の約束を確認する。
　○　わくわく体育６つのＯＫ
２　準備運動を行う。
○　沖水ストレッチ
〇　場・用具の準備
３　感覚つくりの運動をする。
　〇　大きなゆりかご
　〇　かえるの足打ち
　〇　前転
４　学習の進め方とめあての確認をする。
	



○　使う部位をしっかりと伸ばすようにする。
 (
台上前転のポイントを知り、自分の課題解決に向けて練習をしよう。
)〇　ポイントとなる動きを一つ一つしっかり行わせる。
	○　全員で声に出し、しっかりと確認するようにする。








○　目的意識をもって自主的に活動させるようにする。
	
	




	
	
	
	
	
	







	なか

25
分
	５　台上前転のポイントの確認をする。
　〇　両足踏み切り
　〇　手前に着手
　〇　後頭部から順に
　〇　ふわっと着地


	〇　着地の仕方に着目させ、
現するためにはどうしたらよいかという視点で考えさせるようにする。
	〇　拡大イラストを基に技の一連の流れを示しながら、場面ごとの運動のポイントをつかむようにする。
	
	

	
	６　グループ活動を行う。
　〇　個人の課題把握
　　・　学習のノートへの書き込み
　〇　



	〇　課題が明確になるよう、グループのメンバーで場面ごとに分担して、試技者の技のチェックを行わせる。
	〇　伝え合う活動がスムーズに行えるように個別に支援し、児童一人一人がめあてをもてるようにする。
	○　技の合理的な動き方のポイントを見付けている。（学習ノート）


	○　マットを被せた跳び箱
○　セーフティーマット
○　手形
○　足形

	
	　〇　課題を意識した練
　　習や教え合い
　　・　運動のポイント
　　・　場の工夫
	〇　運動のポイントに沿って教え合えるよう支援する。
	〇　課題解決にあった場で練習できるように支援する。
	○　仲間の動きと自分の動きの違いを指摘している。（観察）
	

	
	
	〇　児童同士がアドバイスや賞賛を積極的にできるように声かけをする。
	
	

	
	７　ミニ発表をする。
　〇　練習した技の披露
	〇　自分に合った高さの跳び箱に移動し、グループのメンバーで一斉に、本時のがんばりを他のグループに向けて披露させる。
	
	

	おわり
10
分
	８　振り返りをする。
　○　個人
　○　グループ
　○　全体




９　整理運動をする。



10　後片付けをする。
	〇　必要に応じて、運動のポイントについて助言し、次時の学習につながりをもたせるようにする。
〇　使った部位を中心にストレッチ運動を行う。
	〇　個人の高まりや友達のがんばりをグループや全体の場で発表させ認め合う。教師からグループでの話合いについて賞賛し、次時への意欲付けを図る。
〇　全員で分担・協力して行う。
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